















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第２章　基本理念   （第４条）




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第41条  市は、市民生活に重要な事案の策定に当たっては、適時に市民から当該事案に係る意見を募る手続 （以下「パブリックコメント手続」という。）を行う。
２  市は、パブリックコメント手続により提出された市民の意見を十分考慮して意思決定を行うとともに、その意見に対する考え方を取りまとめて公表し、説明しなければならない。
３　市は、市民が検討に必要な情報や資料を事前に提供し、説明しなければならない。
情報の事前提供
市
パブコメ
市民生活に
重要な事案
パブリックコメント手続
市
意見に対す
る考え意志決定
公表
市は、市民生活に重要なことを決めるときには、パブコメをして、その結果を説明しなければなりません。
そのために、意見を聞く前に情報や資料を市民に説明しなければなりません。
43
44
78
　　　（市民投票）
第42条　市長は、市政に係る重要事項について、市民の意思を市政に反映するため、市民投票を実施することができる。
２　市長は、市が直面する将来にかかわる重要課題について、定住外国人を含む栃木市民のうち18歳以上の者が、その総数の10分の１以上の者の連署をもって
住民投票を市長に請求したときは、直接市民の意思を問うため、市民投票を実施しなければならない。
３　市民投票の投票権を有する者は、定住外国人を含む栃木市民のうち18歳以上の者とする。
４　市は、市民投票の結果を尊重しなければならない。
５　市民投票の実施に関する手続その他必要な事項については、別に条例で定める。
18歳以上の
定住外国人
を含む
栃木市民
市長
市民投票
市が直面する
重要課題
市民投票
市民投票
別条例
市
結果を尊重
情報の事前提供
1／10
投票
定住している外国人を含む、18歳以上の栃木市民のうち、10分の１以上の人々が、住民投票を市長に請求したと
きは、市長は、市民投票を実施しなければなりません。市は、市民投票の結果を尊重しなければなりません。
　　　（国及び栃木県との関係）
第43条　市は、国及び栃木県と対等の関係にあることを踏まえ、適切な役割分担を行い、自立した地方自治を確立するよう努める。
市
適切な役割分担
国及び栃木県と
対等の関係
国及び栃木県との関係
自立した地方自治
確立
市は、国と栃木県とは対等の立場で、役割分担をします。
45
46
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　（他の自治体及び関係機関との関係）
第44条　市は、他の自治体及び関係機関との共通課題又は広域的課題に対しては、自主性を保持しつつお互いに連携し、協力し合いながら解決に
当たるよう努めなければならない。
２　市は、他の自治体等と連携して、行政サービス、施設の相互利用、共通する課題への広域的な連携を行うことにより、市民サービスの向上と
地域活動の活性化を図り、効果的かつ効率的な市政運営を行わなければならない。
３　市は、第１項及び第２項に規定する課題を解決するため、他の地方公共団体及び関係機関と共同で組織を設けることができる。
４　市は、常に広域的な連携を念頭に置かねばならない。
市
他の自治体及び関係機関との関係
他の自治体 関係機関
連携
協力
連携
協力
共通課題
広域的課題
広域的連携
を念頭に
広域的連携
市民サービ
スの向上
この条例にしたがって、まちづくりや市の仕事が動きます。また、みんなでこの条例を育てていきます。
　　　（国際社会との交流及び連携）
第45条　市は、国際社会との関係が重要であることを認識し、国際社会との交流及び連携に努めるものとする。
市
国際社会との交流及び連携
国際社会
交流
連携
市は、国際社会と交流や連携をします。
47
48
80
　　　（条例の見直し）
第46条　市は、この条例の施行の日から４年を超えない期間ごとに、各条項がこの条例の理念を踏まえ、社会情勢に照らして栃木市にふさわしいもの
であり続けているかどうか等を、市民の参画のもと、検討しなければならない。
２　市は、前項に規定する検討の結果を踏まえ、この条例及びこの条例に基づく制度等の見直しが適当であると判断したときは、必要な措置を講じな
ければならない。
３　市は、第１項に規定する検討及び前項に規定する必要な措置を講じるに当たっては、市民の意見を市民投票等によって聴
取しなければならない。
市
市民の参画
施行の日から
４年以内に
条例の見直し
検討
条例の理念
社会情勢等
この条例の見直し
この条例に基づく制度の見直し
市民投票等
意見聴取
市は、４年以内ごとに、この条例がうまくいっているかを、市民とともに調べなければなりません。
もし、見直しが必要なときは、市民に意見を聞かなければなりません。
　附則
　　　　　（施行期日）
１　この条例は、平成○○年○月○日から施行する。
　　　　　（この条例に基づき整備が必要な条例等の整備に関する経過措置）
２　この条例に基づき整備が必要な条例等は、この条例の施行に日から２年を超えない範囲で制定し施行する。
１　この条例は、平成○○年○月○日から効力を発揮します。
２　この条例にもとづいて、新しく条例を作ったり、改正したりするの
は、この条例が効力を発揮してから２年以内にしなければなりません。
49
50
81
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